
石川鴻斎『夜窓鬼談』における哀枚『子不語』の継承と創意47§ 劇 穎 47〔

な
中
国
風
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
『
夜
窓
鬼
談
』
に
お
い
て
、
壁

い
た
く
さ
ん
の
鬼
（
霊
）
の
形
象
が
、

幕
末
期
に
活
躍
し
た
漢
学
者
石
川
鴻
斎
（
一
八
三
三
～
一
九
一
八
）
は
、
そ
の
深
い
漢
文
の
素
養
と
熟
練
し
た
筆
触
に
よ
っ
て
『
夜
窓
鬼

（
１
）

談
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
漢
文
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
を
仔
細
に
観
察
し
て
み
る
と
、
性
々
に

し
て
和
漢
の
成
分
が
入
り
混
じ
り
、
作
者
が
中
国
文
献
か
ら
吸
収
し
た
養
分
を
含
む
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
日
本
的
風
情
を
も
醸
し
出
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
石
川
は
奇
異
を
好
み
、
漢
蕊
六
朝
期
の
『
玄
中
記
』
や
『
幽
明
録
』
か
ら
清
代
の
『
卿
斎
志
異
』
『
子
不
語
』

『
閲
微
草
堂
筆
記
』
に
至
る
ま
で
、
中
国
の
筆
記
・
志
怪
小
説
を
相
当
渉
猟
し
て
い
た
。
ま
た
、
石
川
は
こ
の
小
説
を
書
く
過
程
で
、
勢

い
に
ま
か
せ
て
そ
う
し
た
中
国
の
志
怪
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
や
要
素
を
自
身
の
創
作
へ
と
取
り
込
み
、
『
夜
窓
鬼
談
』
と
い
う
小
説
を
濃
厚

（
※
本
稿
の
校
正
に
あ
た
っ
て
、
森
中
美
樹
氏
に
校
閲
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
）

へへへへ
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川
鴻
斎
『
夜
窓
鬼
談
』
に
お
け
る
哀
枚
『
子
不
語
』
の
継
承
と
創
意

ｌ
「
総
鬼
」
を
中
心
と
し
て
Ｉ

松
下
忠
「
江
戸
時
代
の
詩
風
・
詩
論
』
明
治
書
院
、
一
九
七
二
、
七
一
○
頁
。

前
掲
書
注
（
２
）
、
四
六
○
頁
。

徳
田
武
『
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
」
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七
。

大
野
修
作
『
広
瀬
旭
荘
』
研
文
出
版
、
一
九
九
九
、
六
頁
。

一
一
別
一
言

筆
者
が
関
心
を
抱
く
の
は
幽
鬼
の
物
語
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

豊
富
な
面
白
さ
を
含
ん
で
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

~や

そ
の
中
に
雪
証
載
さ
れ
て
い
る
奥
課

慮
秀
満
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な
ら
ば
、
清
代
文
人
の
総
鬼
説
話
へ
の
関
心
の
高
さ
が
、
自
然
、
石
川
の
題
材
選
択
上
で
の
関
心
を
引
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
清

人
の
筆
記
中
「
総
鬼
求
代
」
に
関
連
す
る
記
載
は
、
衰
枚
（
一
七
一
六
～
一
七
九
七
）
の
『
子
不
語
』
と
紀
陶
（
一
七
一
面
～
一
八
○
五
）
『
閲

微
草
堂
筆
記
」
、
こ
の
二
書
に
お
い
て
篇
数
が
最
も
多
く
、
中
で
も
『
子
不
語
」
一
書
で
は
驚
い
た
こ
と
に
十
数
篇
も
の
数
に
達
し
て
い

る
。
さ
す
れ
ば
、
石
川
が
清
代
の
三
大
志
怪
小
説
ｌ
蒲
松
齢
三
酋
○
１
毛
云
二
卿
斎
志
塁
と
享
不
語
二
閲
微
草
堂
筆

記
』
と
を
熟
読
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
て
「
総
鬼
求
代
」
説
話
を
選
び
改
作
し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
た
だ
し
、
清
人
の
筆
記
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
題
材
を
選
ん
で
小
説
の
素
材
と
し
た
と
は
い
え
、
石
川
は
あ
る
程
度
の
改
作
を

施
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
継
承
面
だ
け
で
な
く
、
創
意
工
夫
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
中
国
の
「
総
鬼
求
代
」
説
話
と
は
異
な
る
容
貌
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

行
論
の
都
合
上
、
こ
こ
で
ま
ず
『
夜
窓
鬼
談
』
「
総
鬼
」
の
全
文
を
引
い
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
石
川
が
題
材
の
選
択
に
あ
た
っ
て
一
‐
総
鬼
求
代
」
を
選
ん
だ
こ
と
は
非
常
に
特
別
な
こ
と
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
中
日
文
学
交
流

の
発
展
史
か
ら
見
る
と
、
日
本
文
学
に
お
け
る
物
語
や
説
話
文
学
乃
至
は
読
本
や
漢
文
小
説
等
が
中
国
文
学
の
影
響
を
受
け
て
作
品
を
改

作
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
比
較
的
早
い
段
階
の
『
日
本
霊
異
記
」
や
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
『
御
伽
蝉
子
』
、
『
古
今
奇
談
英
草
紙
』

や
『
雨
月
物
語
』
等
ま
で
は
、
「
総
鬼
求
代
」
を
題
材
と
し
た
改
作
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
前
と
は

異
な
る
題
材
を
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
石
川
の
見
識
と
、
彼
の
個
人
的
噌
好
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
石
川
以
外
、
日
本

の
幽
霊
説
話
に
お
い
て
「
総
鬼
求
代
」
に
関
す
る
も
の
を
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
筆
者
を
し
て
日
本
に
は
「
総
鬼
求

代
」
説
話
、
ま
た
は
そ
の
観
念
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
抱
か
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
従
っ
て
、
石
川
が
選
び
描
い
た

「
続
鬼
求
代
」
説
話
は
頗
る
特
殊
で
あ
り
、
か
つ
相
対
的
に
説
話
中
に
中
国
的
雰
囲
気
が
現
れ
る
の
も
ま
た
致
し
方
の
な
い
こ
と
だ
と
い

達
え
、
よ
箔
フ
。

し
か
し
、
石
川
が
先
達
と
は
異
な
り
、
「
総
鬼
求
代
」
を
題
材
と
し
た
動
機
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点

（
４
）

に
つ
い
て
、
筆
者
は
単
純
に
、
清
人
の
筆
記
小
説
中
に
総
鬼
説
話
が
頻
繁
に
出
現
す
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ

さ
て
筆
者
は
嘗
て
、
こ
の
小
説
の
冥
界
説
話
に
関
連
す
る
「
冥
府
」
と
「
雷
公
」
の
二
篇
に
つ
い
て
、
冥
界
の
形
象
・
冥
王
の
選
択
時

（
２
）

の
基
準
・
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
及
び
主
旨
等
か
ら
、
『
夜
窓
鬼
談
』
と
中
国
志
怪
小
説
と
を
比
較
し
た
こ
と
が
あ
る
。
続
く
本
稿
で
は
、
『
夜

（
３
）

窓
鬼
談
」
中
の
「
総
鬼
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
「
総
鬼
求
代
」
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
構
成
、
総
鬼
形
象
の
変
化
及
び
物
語
の
最
後
に
語
ら
れ

る
幽
鬼
撃
退
の
「
理
」
と
い
っ
た
三
つ
の
観
点
か
ら
、
衰
枚
『
子
不
語
」
等
の
筆
記
小
説
と
の
比
較
を
通
し
て
、
石
川
の
描
写
に
現
れ
る

中
日
混
血
の
特
殊
な
鬼
の
面
白
さ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

手
、
待
其
撫
執
之
、
唯

毛
人
蒲
生
君
平
、
被
酒
、
夜
過
綾
瀬
川
提
、
酔
歩
踊
冊
、
什
而
又
起
。
急
欲
上
廊
、
距
人
家
精
遠
、
因
鱒
於
路
傍
、
矢
於
叢
間
。

忽
有
撫
臆
者
、
冷
而
軟
、
欲
執
之
、
退
而
在
後
、
阿
阿
而
晒
。
君
平
以
為
滑
狸
為
悪
戯
、
自
若
不
動
、
彼
亦
数
撫
之
。
君
平
徐
徐
伸

忽
有
一
婦
、
年
可
二
十
、
蓬
髪
粗
服
、
痩
顔
如
病
、
急
止
之
日
「
請
返
我
。
」
君
平
怪
日
「
汝
一
婦
人
、
更
深
過
堤
、
且
戯
弄
行
人
、

何
其
大
胆
也
、
如
此
汚
物
為
何
用
。
」
日
「
妾
総
死
之
鬼
也
、
以
此
索
絶
命
、
今
欲
復
用
之
、
請
速
返
之
。
」
君
平
日
「
汝
既
損
命
、

非
陽
世
之
人
、
何
以
復
用
之
。
」
日
「
非
子
之
所
知
、
不
返
、
恐
有
驚
。
」
言
未
畢
、
伺
変
暇
、
頭
如
酒
尭
、
眼
如
巨
杯
、
口
如
張
傘
、

裂
至
耳
辺
、
叱
笥
凡
餓
、
両
手
握
髪
、
噴
血
而
進
。
君
平
笑
日
「
伎
価
止
於
此
乎
。
何
其
拙
也
。
」
鬼
再
変
面
、
忽
生
双
角
、
巨
手

尖
爪
、
一
躍
欲
擢
。
君
平
益
笑
日
「
幻
容
不
足
観
。
」
乃
鎖
焼
、
悠
然
喫
煙
。

矧
刈
側
刺
珊
１
側
側
副
「
妾
不
知
豪
傑
、
妄
為
都
技
妨
行
路
、
罪
不
軽
。
願
返
其
索
、
欲
求
代
人
免
苦
役
。
」
君
平
日
「
汝
既
死
芙
、

二
一
‐
線
鬼
」
文
中
の
プ
ロ
ッ
ト
構
成
と
哀
枚
一
子
不
語
』
の
間

事
畢
、
欲
投
之
河
。
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こ
う
し
た
プ
ロ
ッ
ト
の
推
移
は
、
衰
枚
一
曹
子
不
語
』
巻
四
一
‐
鬼
有
三
技
過
此
鬼
道
乃
窮
」
に
よ
く
似
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
原
文

を
掲
げ
る
の
み
と
す
る
。
．

を
探
し
て
お
り
、
既
に
そ
の
身
一

い
っ
た
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

簡
単
に
内
容
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
主
役
の
蒲
生
が
夜
中
に
綾
瀬
川
の
堤
を
通
ろ
う
と
し
た
時
の
こ
と
、
首
吊
り
紐
で
そ
の
体
に

触
れ
て
く
る
一
人
の
首
吊
り
女
の
霊
に
出
会
う
。
蒲
生
が
そ
の
紐
を
取
り
上
げ
て
川
の
中
へ
投
げ
込
も
う
と
す
る
と
、
女
の
霊
が
姿
を
現

し
て
蒲
生
に
紐
を
返
し
て
く
れ
と
頼
み
、
姿
形
を
変
え
て
蒲
生
を
驚
か
そ
う
と
す
る
。
蒲
生
が
そ
の
拙
さ
を
笑
う
と
、
女
は
更
に
悪
相
と

な
っ
て
迫
る
の
だ
が
、
蒲
生
は
そ
れ
で
も
ひ
る
ま
な
い
。
女
は
と
う
と
う
傭
い
て
蒲
生
に
詫
び
を
告
げ
、
死
後
の
苦
役
の
た
め
身
代
わ
り

を
探
し
て
お
り
、
既
に
そ
の
身
代
わ
り
も
見
つ
か
っ
た
と
言
う
。
蒲
生
が
道
理
を
諭
し
て
聞
か
せ
る
と
、
女
の
霊
は
感
謝
し
て
去
っ
て

石
川
「
総
鬼
」
の
物
語
に
、
衰
枚
の
一
文
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
特
に
傍
線
部
分
（
類
似
箇
所
を
異
な
る
線
種
で
注

記
し
て
い
る
）
は
書
き
方
ま
で
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
こ
の
二
者
問
の
継
承
関
係
は
明
ら
か
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
石
川
は
プ
ロ
ッ

ト
構
成
に
お
い
て
、
『
子
不
語
』
が
敷
い
た
物
語
の
主
軸
線
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
総
鬼
の
形
象
形
成
と
説
話
の

最
後
に
置
か
れ
る
「
理
を
説
く
」
部
分
に
は
、
石
川
が
説
話
に
行
っ
た
改
変
と
創
意
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

あ
っ
た
。

（
一
）
「
夜
窓
鬼
談
』

上
引
の
よ
う
に
、

頭
は
酒
婆
の
ご
と
く
、
眼
は
巨
杯
の
ご
と
く
、
ロ
は
傘
を
張
る
が
ご
と
く
、
裂
け
て
耳
辺
に
至
り
、
舌
を
吐
く
こ
と
尺
余
に
し
て
、
ｉ
両

（
７
）

手
は
髪
を
握
り
、
血
を
噴
き
て
而
し
て
進
む
。

左
行
則
左
欄
、
右
行
則
右
欄
。
呂
心
知
俗
所
称
『
鬼
打
摘
』
是
也
、
直
衝
而
行
。
鬼
無
奈
何
、
長
輔
一
声
、
変
作
披
髪
流
血
状
Ｉ
伸

墜
地
上
。
呂
取
観
、

察
貌
公
孝
廉
常
言
一
‐
鬼
有
三
技
。
一
迷
、
二
遮
、
三
嚇
。
」
或
問
一
‐
三
技
云
何
。
」
云
一
‐
我
表
弟
呂
某
、
松
江
虞
生
、
性
豪
放
、
自
号

『
諮
達
先
生
』
。
嘗
過
柳
湖
西
郷
、
天
漸
黒
、
見
婦
人
面
施
粉
黛
、
貿
貿
然
持
縄
索
而
奔
、
望
見
呂
、
走
避
大
樹
下
、
而
所
持
縄
則
遺

何
以
苦
役
。
」
日
一
‐
死
後
未
得
転
生
、
為
土
地
神
所
役
、
昼
夜
酷
使
、
不
能
堪
命
。
使
得
一
代
人
充
之
、
妾
欲
択
好
地
、
生
人
間
。

偶
荷
梨
閃
之
婦
郵
！
悪
端
所
娯
１
副
秘
惚
怨
恨
、
：
侭
槻
代
於
妾
、
妾
得
免
駕
。
」
君
平
日
「
境
、
汝
誤
芙
、
人
寿
自
有
命
、
菓
之
天
、

長
短
不
可
動
、
若
半
途
殺
之
、
其
人
非
命
也
。
非
命
而
死
、
其
鬼
亦
怨
之
。
不
特
怨
之
、
殺
者
亦
乱
定
数
、
必
受
冥
官
厳
罰
。
汝
今

願
生
於
好
地
、
若
殺
人
重
罪
、
安
得
善
果
。
彼
若
欲
自
死
、
宜
妨
之
、
全
其
寿
、
救
其
命
、
積
善
積
悪
、
幽
顕
何
異
。
汝
在
幽
問
、

亦
復
造
罪
、
永
劫
沈
没
悪
処
、
可
不
能
再
出
於
陽
世
菓
幸
福
。
能
忍
苦
役
、
積
歳
月
、
登
無
消
滅
之
期
。
冥
官
亦
不
使
無
罪
之
人
永

（
５
）

処
苦
役
、
其
熟
思
之
。
」
婦
刈
割
掃
謝
、
時
遠
鶏
報
展
、
東
天
将
白
、
婦
人
漠
然
失
形
。
乃
寸
断
其
索
、
沈
水
而
去
。

舌
尺
許
、
向
之
跳
躍
。
呂
日
『
汝
前
之
塗
眉
画
粉
、
迷
我
也
。
向
前
阻
拒
、
遮
我
也
。
今
作
此
悪
状
、
嚇
我
也
。
三
技
畢
芙
、
我
総

不
伯
、
想
無
他
技
可
施
。
爾
亦
知
我
素
名
諮
達
先
生
乎
。
』
剃
側
側
刷
別
Ｉ
捌
刈
副
『
我
城
中
施
姓
女
子
、
与
夫
口
角
、
一
時
短
見

自
鍾
争
闘
那
夷
菓
家
婦
訓
：
派
顎
其
充
飛
瞳
、
娩
我
筏
珊
蓉
代
。
不
料
半
路
被
先
生
裁
住
、
又
将
我
縄
奪
去
、
我
実
在
技
窮
、
只
求

先
生
超
生
。
』
呂
問
『
作
何
超
法
。
』
日
『
替
我
告
知
城
中
施
家
、
作
道
場
、
請
高
僧
、
多
念
往
生
兜
、
我
便
可
以
托
生
。
』
呂
笑
日

『
我
即
高
僧
也
、
我
有
『
往
生
呪
』
為
汝
一
調
。
』
即
高
唱
日
『
好
大
世
界
、
無
遮
無
磯
、
死
去
生
来
、
有
何
替
代
。
要
走
便
走
、
堂

（
６
）

不
爽
快
。
』
刺
澗
鋼
、
桃
然
大
悟
、
閃
姻
割
絹
、
奔
趨
而
去
。
後
土
人
云
『
此
処
向
不
平
静
、
自
諮
達
先
生
過
後
、
永
無
為
崇
者
。
』
」

一
一
一

石
川
『
夜
窓
鬼
談
』
の
「
総
鬼
」
形
象
の
検
討

と
『
子
不
語
』
（
含
『
続
子
不
語
」
）
中
の
総
鬼
の
形
象

「
総
鬼
」
一
文
の
中
で
、
線
鬼
が
変
身
し
て
蒲
生
を
驚
か
そ
う
と
し
た
時
の
最
初
の
様
貌
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

篠
草
索
嘆
之
、
有
陰
躯
之
気
『
心
知
為
総
死
鬼
、
取
蔵
懐
中
、
径
向
前
行
。
其
女
出
樹
中
、
往
前
遮
欄
、

ｌ
‐
．
．
．
、
￥
‐
‐
・
少
‐
！
‐
ｉ
い
‐
，
．
』
．
閲
ｂ
い
＃
触
り
峰
、
聯
脚
？
＃
眼
蒔
Ⅲ
＃
離
Ｗ
ｊ
ｉ
１
ｆ
●
１
１
盆
獣
湾
脇
僻
牌
腺
馳
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以
上
か
ら
、
石
川
の
描
写
に
お
け
る
総
鬼
の
「
吐
舌
尺
除
」
や
「
噴
血
前
進
」
と
い
う
叙
述
や
描
写
が
、
中
国
の
志
怪
小
説
や
哀
枚
『
子

不
語
』
の
総
鬼
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
両
者
間
に
継
承
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ら
ば
、
「
頭
如
酒
謹
、
眼
如
巨
杯
、
口
如
張
傘
、
裂
至
耳
辺
」
と
い
う
形
象
は
ど
う
だ
ろ
う
か
↓
ま
ず
、
「
頭
如
酒
斐
」
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
中
国
志
怪
小
説
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
の
戴
学
（
生
卒
年
未
詳
）
『
広
異
記
』
「
李
覇
」
中
に
、
李
覇
の
死
後
、
そ
の

魂
が
衆
人
の
前
に
現
れ
た
時
の
情
景
を
描
い
て
、

こ
う
し
た
形
象
は
一
般
的
な
日
本
人
作
家
が
描
く
幽
霊
の
形
象
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
中
国
の
志
怪
小
説
や
筆
記
小
説
に
描
か
れ

る
総
鬼
の
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
中
国
の
小
説
に
お
け
る
総
鬼
の
形
象
と
は
ど
の
よ

さ

う
な
も
の
な
の
か
。
晋
の
干
宝
（
生
卒
年
未
詳
）
『
捜
神
記
』
巻
十
六
「
鬼
鼓
琵
琶
」
に
は
「
舌
を
吐
き
目
を
壁
き
、
（
中
略
）
眼
を
壁
き
舌

（
《
け
）

念
（
９
）

を
吐
く
」
と
あ
り
、
南
宋
の
洪
逼
（
二
一
三
～
一
二
○
二
）
『
夷
堅
志
』
に
は
「
舌
を
吐
く
こ
と
二
尺
に
し
て
減
ゆ
」
、
「
一
鬼
の
目
を
瞳

ひ
（
皿
）

（
、
）

（
吃
）

き
舌
を
推
く
を
見
る
」
、
「
舌
を
吐
き
て
地
に
至
る
」
、
「
舌
を
吐
く
こ
と
長
尺
除
に
し
て
減
ゆ
」
等
と
あ
る
。
事
例
は
多
く
な
い
も
の
の
、

宋
代
ま
で
は
大
方
、
文
人
の
志
怪
・
筆
記
小
説
に
描
か
れ
る
総
鬼
の
形
象
の
多
く
が
「
目
」
と
「
舌
」
と
を
強
調
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と

（
週
）

が
わ
か
る
。
勿
論
、
こ
う
し
た
形
象
は
首
吊
り
死
の
後
に
見
ら
れ
る
惨
状
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
・
明
代
の
総
鬼
説
話
は
比
較

的
少
な
く
、
当
時
の
一
般
人
の
総
鬼
形
象
に
対
す
る
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
清
代
に
な
る
と
前

述
の
よ
う
に
、
文
人
の
筆
記
中
に
続
鬼
関
連
の
物
語
が
増
え
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
形
象
に
も
変
化
が
現
れ
て
く
る
。
既
に
述
べ
た

が
、
清
人
の
筆
記
に
お
い
て
「
総
鬼
求
代
」
説
話
を
比
較
的
多
く
取
り
上
げ
る
の
は
哀
枚
と
紀
的
で
あ
り
、
哀
枚
は
そ
の
数
が
最
多
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
総
鬼
の
描
写
も
最
も
詳
細
で
あ
る
。
こ
こ
で
哀
枚
『
子
不
語
』
「
続
子
不
語
』
が
総
鬼
の
姿
を
描
い
た
篇
章
と
そ
の
内

容
と
を
以
下
に
列
挙
し
て
み
た
い
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
李
覇
の
死
は
「
頓
死
」
で
あ
り
、
故
に
そ
の
死
後
の
霊
の
様
貌
と
生
前
の
死
に
方
と
の
間
に
関
連
が
あ

る
か
ど
う
か
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
の
幽
霊
の
「
頭
の
大
な
る
こ
と
喪
の
ご
と
し
」
と
い
う
描
写
は
十
分
に
見
易
い
も

の
で
あ
る
。
関
心
を
引
く
の
は
、
戴
学
が
「
大
な
る
こ
と
喪
の
ご
と
し
」
に
よ
っ
て
霊
の
頭
を
の
み
形
容
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
巨
斐

の
ご
と
し
」
と
い
う
言
葉
で
大
蛇
の
形
体
を
も
形
容
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
表
現
に
例
え
ば
、
「
李
斉
物
」
に
「
中
に
大
蛇
有

（
別
）

り
、
身
は
巨
尭
の
ご
と
し
」
と
あ
り
、
「
張
鏑
」
に
は
「
吹
中
に
二
蛇
あ
り
、
一
は
白
、
一
は
黒
、
頭
は
牛
の
類
く
、
形
は
巨
尭
の
ご
と

‐
（
〃
）

き
を
見
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
と
り
わ
け
「
李
斉
物
」
と
「
張
鏑
」
の
二
つ
の
説
話
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
下
文
で
検
討
す
る
石
川
の

「
口
裂
及
耳
」
と
い
う
総
鬼
の
形
象
が
、
日
本
の
「
謡
曲
」
に
見
え
る
安
珍
と
清
姫
の
説
話
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
後

述
）
。
そ
こ
で
は
、
清
姫
は
ま
ず
口
が
裂
け
て
耳
ま
で
及
ぶ
と
い
う
霊
に
な
っ
た
後
、
さ
ら
に
大
蛇
へ
と
変
身
す
る
。
石
川
が
総
鬼
の
形

（
肥
）

総
死
せ
し
鬼
の
披
髪
流
血
し
縄
を
抱
き
て
至
る
有
り
。
（
巻
十
六
「
鬼
逐
鬼
」
）

（
四
）

女
は
忽
ち
披
髪
嘆
血
し
、
突
と
し
て
甲
の
前
に
至
る
。
（
巻
一
二
総
鬼
畏
『
醜
』
字
」
）

（
肥
）

即
ち
披
髪
漉
血
し
て
、
縄
を
持
ち
て
奔
犯
す
。
（
巻
六
「
周
若
虚
」
）

（
灯
）

眉
を
垂
れ
て
舌
を
吐
く
。
（
巻
九
「
鬼
争
替
身
人
因
得
脱
」
）

（
肥
）

乃
窮
」
）

一
一
■
』
一
一
ユ
ー
ロ
ー
ー
ロ
垂
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
国
一
ヶ
Ｌ
一
一
》

婦
人
の
串
を
項
に
繋
ぎ
、
双
昨
扶
り
出
し
て
、
両
の
顕
下
に
懸
け
、
舌
を
伸
ば
す
こ
と
長
さ
数
尺
、
才
一
丁
し
て
来
た
る
有
る
を

（
Ｍ
）

見
る
。
（
巻
二
「
葉
老
脱
」
）
Ｌ

長
輔
一
声
、
変
じ
て
披
髪
流
血
の
状
と
作
り
、
舌
を
伸
ば
す
こ
と
尺
許
、
之
れ
に
向
か
ひ
て
跳
躍
す
。
（
巻
四
「
鬼
有
三
技
過
此
鬼
道

忽
ち
李
覇
を
見
る
に
、
頭
の
大
《

（
釦
）

は
莫
く
、
鞘
鞘
引
き
て
去
れ
り
。

頭
の
大
な
る
こ
と
喪
の
ご
と
く
、

眼
は
赤
く
晴
は
突
に
し
て
、
諸
客
等
を
燈
視
す
れ
ば
、
客
は
顛
什
せ
一
ざ
る
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二
二
綿
鬼
一
口
虹
張
傘
裂
至
耳
辺
」
の
形
象
と
ロ
裂
女

い
わ
ゆ
る
口
裂
女
は
、
一
九
七
九
年
五
月
、
岐
阜
県
に
出
現
し
て
わ
ず
か
半
年
の
間
に
日
本
全
国
に
広
ま
っ
た
、
口
が
耳
元
ま
で
裂
け

（
別
）

て
い
る
女
妖
怪
で
あ
り
、
日
本
妖
怪
史
上
に
そ
の
名
を
留
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
現
代
妖
怪
の
一
種
で
あ
る
。
小
松
和
彦
氏
は
、
伝

説
の
口
裂
女
は
現
代
的
な
装
い
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
物
語
構
造
は
伝
統
的
な
女
妖
怪
と
然
程
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
古

代
神
話
の
中
で
、
死
後
の
世
界
へ
と
行
っ
て
し
ま
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
を
探
す
た
め
に
自
ら
黄
泉
へ
と
向
か
っ
た
イ
ザ
ナ
キ
は
、
腐
乱
し
て
恐

ろ
し
い
様
貌
に
変
わ
り
果
て
た
妻
を
覗
き
見
て
し
ま
い
、
死
後
の
世
界
か
ら
逃
げ
出
す
の
だ
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
は
雷
謹
を
発

し
て
夫
を
追
い
か
け
て
く
る
。
こ
う
し
た
イ
ザ
ナ
キ
の
逃
走
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
追
跡
と
は
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
松
氏
は
「
恋

い
こ
が
れ
た
安
珍
に
ふ
ら
れ
た
清
姫
が
、
怒
り
狂
っ
て
安
珍
を
追
い
か
け
て
い
く
う
ち
に
、
口
が
耳
ま
で
裂
け
た
鬼
女
に
変
わ
り
、
や
が

（
妬
）

て
大
蛇
（
竜
）
へ
と
変
身
し
て
い
く
中
世
の
『
道
成
寺
』
伝
説
も
同
種
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
清
姫
が
安
珍
を
追
う
過

程
で
、
ま
ず
「
口
裂
け
て
耳
に
及
ぶ
」
と
い
う
女
の
霊
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
大
蛇
へ
と
変
身
す
る
と
言
う
。
し
か
し
、
『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
四
「
紀
伊
国
道
成
寺
僧
写
法
花
救
蛇
語
第
三
」
の
中
で
は
、
憤
怒
の
清
姫
は
気
絶
し
て
そ
の
ま
ま
息
絶
え
た
後
、
女
鬼
の
段
階
を
経

（
妬
）

ず
に
直
接
毒
蛇
と
化
し
て
安
珍
を
追
い
か
け
、
道
成
寺
へ
と
至
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
清
姫
と
口
裂
女
と
は
決
し
て
直
接
的
な
関
係
が

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
小
松
氏
が
何
に
本
づ
い
て
述
べ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
石
川
「
総
鬼
」
中
の
「
口
裂
及
耳
」
は
、

日
本
の
室
町
時
代
以
来
盛
行
し
た
「
謡
曲
」
の
中
で
変
化
を
遂
げ
た
道
成
寺
説
話
と
関
係
す
る
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
「
鬼
字
解
」
に
は
、

（
厩
』

世
に
或
ひ
は
云
は
く
「
炉
婦
は
鬼
と
為
ら
ば
、
額
に
角
を
生
じ
、
口
は
耳
に
及
ぶ
」
と
。
謡
曲
の
道
成
寺
葵
上
等
は
鬼
女
な
り
。

（
魂
）

と
あ
る
。
所
謂
る
「
謡
曲
」
と
は
能
楽
の
詞
章
の
こ
と
で
あ
り
、
能
楽
演
出
時
の
台
本
で
あ
る
。
小
松
氏
が
言
う
の
は
、
道
成
寺
の
物
語

が
謡
曲
へ
と
発
展
し
て
以
降
変
化
し
た
内
容
の
こ
と
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
中
国
の
筆
記
小
説
に
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
「
口
裂
け
て
耳
に
及
ぶ
」
と
い
う
総
鬼
の
形
象
は
、
石
川
の
描
写
に
お
い
て
異
な
る
綿
鬼
の
像
を
結
ん
だ
の
で
あ
り
、
こ
う
し

と
あ
る
。
引
文
中
の
「
大
青
鬼
」
は
、
総
鬼
で
は
な
い
が
、
そ
の
「
眼
如
盃
」
と
い
う
幽
霊
の
形
象
は
、
確
か
に
石
川
の
「
眼
如
巨
杯
」

と
い
う
総
鬼
の
形
象
と
類
似
し
て
い
る
が
、
両
者
間
に
継
承
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
石
川
の
描
写
に
お
け
る
総
鬼

の
「
頭
如
酒
尭
、
眼
如
巨
杯
、
（
中
略
）
吐
舌
尺
除
、
両
手
握
髪
、
噴
血
而
進
」
と
い
っ
た
形
象
、
そ
の
全
て
が
中
国
の
志
怪
小
説
や
筆

記
小
説
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
両
者
間
に
は
き
っ
と
根
深
い
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
し
か
し
な
が
ら
、
続
い
て
論
じ
る
「
口
如
張
傘
、
裂
至
耳
辺
」
と
い
っ
た
様
貌
は
、
日
本
文
学
の
「
謡
曲
」
に
本
づ
い
て
発
生
し
た

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
一
眼
は
巨
杯
の
ご
と
し
」
と
い
う
形
象
描
写
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
、
中
国
の
志
怪
小
説
の
中
に
類
似
し
た
表
現
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
金
の
元
好
問
が
著
し
た
『
続
夷
堅
志
』
巻
三
「
神
救
甑
帥
軍
」
に
、

象
を
形
作
る
時
、
そ
う
し
た
清
姫
の
「
口
裂
及
耳
」
と
い
う
形
象
を
模
倣
し
、
続
鬼
の
「
頭
如
酒
尭
」
と
い
う
形
象
は
、
戴
学
の
「
李

覇
」
に
お
け
る
「
頭
大
如
饗
」
に
似
せ
、
戴
学
が
ま
た
別
の
二
つ
の
物
語
の
中
で
「
身
如
巨
尭
」
「
形
如
巨
尭
」
に
よ
っ
て
大
蛇
を
形
容

し
て
い
た
よ
う
に
、
清
姫
は
最
後
は
大
蛇
へ
と
変
身
す
る
の
で
あ
る
。
石
川
の
「
頭
如
酒
尭
」
と
い
う
描
写
が
戴
竿
の
描
写
の
模
倣
、
或

い
は
戴
竿
の
『
広
異
記
」
の
中
か
ら
得
た
啓
発
（
も
し
く
は
霊
感
）
で
あ
る
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
う
し
た
偶
然
の
一
致

は
両
者
間
に
一
種
の
「
連
結
点
」
の
存
在
を
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
か
つ
、
毒
蛇
の
舌
と
続
鬼
が

伸
ば
す
長
い
舌
と
は
形
の
上
で
確
か
に
一
定
の
共
通
性
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
間
に
あ
る
程
度
の
連
想
を
生
む
可
能
性
が
あ
っ
た
と
認
め

て
り
よ
し
α
‐
刀
私
』
－
』
．
湘
圭
必
Ｖ
‐

是
の
夜
、
棄
上
に
大
圭

（
認
）

ち
脱
す
る
を
得
た
り
。

棄
上
に
大
青
鬼
現
は
れ
て
、
眼
は
盃
の
ご
と
く
、
赤
紅
に
光
骸
有
れ
ば
、
軍
士
は
驚
き
怖
れ
て
散
り
て
走
げ
、
甑
衆
は
乃
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精
彩
を
放
つ
『
雨
月
物
語
」
の
出
現
が
、
上
田
秋
成
に
よ
る
中
国
古
典
小
説
と
日
本
古
典
文
学
中
の
説
話
や
謡
曲
等
の
融
合
の
結
果
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。
石
川
も
同
様
に
類
似
の
手
法
を
採
用
し
て
、
『
夜
窓
鬼
談
」
一
書
中
の
多
く
の
物
語
を
作

り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
故
に
石
川
の
書
は
ま
た
、
濃
厚
に
和
漢
融
合
の
雰
囲
気
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
総
鬼
」
の
他
に
、

『
夜
窓
鬼
談
』
に
は
「
千
葉
某
」
と
い
う
物
語
も
あ
り
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
総
鬼
の
形
象
の
描
写
が
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
双
眼
は

（
釦
）

百
練
鏡
の
ご
と
く
、
口
は
裂
け
て
耳
に
至
り
、
長
舌
は
炎
の
ご
と
し
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
口
裂
至
耳
」
が
ま
る
で
石
川
の
続
鬼
描
写
の

固
定
的
形
象
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
興
味
深
い
の
は
、
総
鬼
の
み
な
ら
ず
、
石
川
の
描
写
で
は
そ
の
他
の
女
鬼
で
も
ま
た
、
こ
う
し
た
「
口
裂
及
耳
」
と
い

う
形
象
が
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
飛
鼎
」
に
お
い
て
は
、
残
忍
な
夫
に
よ
っ
て
宇
治
川
に
突
き
落
と
さ
れ
て
溺
死
し
た

（
釦
）

女
鬼
阿
清
、
そ
の
「
容
貌
は
樟
悪
に
し
て
、
口
は
裂
け
て
耳
に
至
る
」
と
い
う
水
死
霊
の
様
貌
は
、
同
じ
く
口
裂
け
の
形
象
を
具
え
て
い

〈
三
）
幽
霊
と
夜
叉
ｌ
石
川
の
描
写
に
お
け
る
総
鬼
の
妖
怪
化

さ
て
、
「
頭
如
酒
尭
、
眼
如
巨
杯
、
口
如
張
傘
、
裂
至
耳
辺
、
吐
舌
尺
除
、
両
手
握
髪
、
噴
血
而
進
」
と
「
威
嚇
」
を
繰
り
出
す
総
鬼

だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
蒲
生
の
面
前
で
は
全
く
効
果
が
な
い
と
い
う
有
様
に
、
「
再
び
面
を
変
じ
、
忽
ち
双
角
を
生
や
し
、
巨
手
は
爪
を
尖

つ
か

し
、
一
躍
し
て
捜
ま
ん
と
欲
す
」
と
更
に
醜
晒
の
面
貌
を
現
し
て
蒲
生
を
驚
か
そ
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
ま
た
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
総
鬼
二
度
目
の
変
身
後
の
形
象
は
頗
る
興
味
を
引
く
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
こ
で
描
か
れ
る
「
双
角
」
「
巨
爪
」

と
い
う
形
象
は
、
幽
霊
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
妖
怪
の
そ
れ
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
中
国
歴
代
の
筆
記
小
説
や
志
怪
小
説

の
総
鬼
に
は
、
そ
う
し
た
「
双
角
」
「
巨
爪
」
と
い
っ
た
類
の
変
形
は
見
ら
れ
な
い
。
石
川
の
描
写
に
お
け
る
続
鬼
は
、
こ
う
し
た
変
身

を
行
う
と
い
う
点
で
、
中
国
の
も
の
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
石
川
に
そ
う
し
た
形
象
を
描
か
せ
た
の
は
、
或
い
は
前
述

の
「
謡
曲
」
の
女
鬼
の
形
象
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
前
引
の
「
鬼
字
解
」
に
「
額
に
角
を
生
や
す
」
と
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
謡
曲
」
に
お
け
る
道
成
寺
の
女
幽
霊
は
怨
恨
や
怒
り
に
よ
っ
て
直
接
額
に
角
が
生
え
た
女
鬼
へ
と
変
じ
、
そ
し
て
大
蛇
へ
と
変
身
す
る

の
だ
が
、
こ
う
し
た
描
写
は
日
本
文
学
中
或
い
は
幽
霊
の
図
像
史
上
、
比
較
的
稀
な
も
の
だ
と
い
え
る
。
高
田
衛
「
幽
霊
の
『
像
』
の
変

（
犯
）

遷
」
は
あ
ら
ゆ
る
幽
霊
の
図
像
を
記
載
し
て
い
る
が
、
頭
上
に
角
を
生
や
し
た
女
幽
霊
の
形
象
は
そ
こ
に
は
見
え
な
い
。
石
川
の
総
鬼
の

形
象
が
、
個
人
的
な
噌
好
と
こ
だ
わ
り
と
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
引
の
「
千
葉
某
」
と
い
う
物
語
で
も
、
「
乍
ち
双
眼
は
百

練
鏡
の
ご
と
く
、
口
は
裂
け
て
耳
に
至
り
、
長
舌
は
炎
の
ご
と
く
、
其
の
形
は
殆
ど
此
の
ご
と
き
を
見
る
」
と
、
描
写
さ
れ
た
総
鬼
の
形

象
は
確
か
に
額
に
角
を
生
や
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
「
双
角
」
と
「
巨
爪
」
と
い
っ
た
様
貌
は
、
中
国
の
志
怪
文
学
に
お
い
て
は
仏
教
文
化
で
の
い
わ
ゆ
る
「
夜
叉
」

る
。
こ
う
し
た
一
‐
謡
曲
」
よ
り
以
来
、
石
川
の
一
・
夜
窓
鬼
談
」
の
一
‐
口
裂
及
耳
」
と
い
う
女
鬼
の
形
象
は
、
現
代
日
本
の
都
市
伝
説
一
‐
口

裂
女
」
形
成
に
あ
る
程
度
は
影
響
が
あ
り
、
そ
の
伝
説
が
生
ま
れ
る
根
源
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
変
化
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
お
け
る
女
鬼
の
形
象
を
混
合
し
た
結
果
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
古
い
時
代
の
説
話
や
謡
曲
と

い
っ
た
文
学
を
混
合
し
て
新
た
な
説
話
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
著
作
方
法
は
、
も
と
よ
り
石
川
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
後

期
の
著
名
な
「
読
本
」
作
家
で
あ
っ
た
上
田
秋
成
（
一
七
一
一
西
～
一
八
○
九
）
は
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
名
著
『
雨
月
物
語
」
を
書
い
た
人

物
で
あ
る
。
劉
崇
稜
は
嘗
て
上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
」
を
紹
介
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

全
書
で
合
わ
せ
て
五
巻
で
あ
る
が
、
中
に
は
我
国
明
代
の
『
勇
灯
新
話
』
『
古
今
説
海
』
『
白
蛇
伝
』
『
醒
世
恒
言
」
一
瞥
世
通
言
』
「
古

今
小
説
』
『
西
湖
佳
話
』
『
五
雑
姐
』
等
の
白
話
小
説
を
改
編
し
た
怪
談
小
説
共
九
編
を
収
め
て
い
る
が
、
他
方
、
日
本
の
『
今
昔
物

語
』
や
謡
曲
の
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
に
依
拠
し
て
、
上
田
秋
成
自
身
の
怪
異
に
対
す
る
鋭
敏
な
感
覚
と
和
漢
の
古
典
に
つ
い
て
の
豊
富

な
知
識
を
加
え
て
、
こ
の
中
国
の
白
話
小
説
に
取
材
し
た
『
雨
月
物
話
』
を
し
て
、
卿
か
の
異
国
的
風
味
を
も
感
じ
さ
せ
ず
に
、
日

本
怪
異
小
説
の
最
高
作
品
に
仕
上
げ
て
い
饗
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と
あ
る
。
石
川
が
人
の
霊
と
夜
叉
の
形
象
と
を
融
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
川
の
書
中
で
た
だ
一
弓
の
一
‐
続
鬼
」

関
係
説
話
に
は
、
そ
の
様
貌
に
い
ず
れ
も
「
口
裂
及
耳
」
及
び
「
額
生
両
角
」
と
い
う
共
通
し
た
形
象
が
現
れ
て
い
る
。
中
国
の
志
怪
小

説
が
比
較
的
に
合
理
的
範
囲
内
で
総
死
者
の
眼
や
舌
が
呈
す
る
で
あ
ろ
う
惨
状
を
強
調
す
る
と
い
う
描
き
方
を
す
る
の
に
比
し
て
、
石
川

の
描
写
に
お
け
る
続
鬼
は
、
は
っ
き
り
言
え
ば
夜
叉
化
・
妖
怪
化
の
傾
向
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
特
殊
な
形
象
の
変
化
は
、

石
川
が
そ
の
身
を
置
き
、
怪
談
が
盛
行
し
た
江
戸
明
治
の
時
代
背
景
と
関
係
し
な
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
更
に
深
層
か

ら
見
れ
ば
、
石
川
『
夜
窓
鬼
談
』
の
著
作
態
度
と
哀
枚
『
子
不
語
』
著
作
時
の
遊
び
と
い
う
目
的
と
意
識
と
は
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
の

だ
が
、
石
川
は
、
続
鬼
の
形
象
形
成
に
お
い
て
、
幽
霊
と
妖
怪
の
間
の
境
界
線
を
越
え
て
、
総
鬼
を
夜
叉
化
妖
怪
化
さ
せ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
怪
談
が
盛
行
し
た
と
い
う
時
代
背
景
以
外
に
、
『
万
葉
集
」
以
来
の
日
本
の
文
学
風
土
に
定
着
し
て
い
た

「
遊
び
」
の
要
素
と
創
作
の
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
、
中
国
に
由
来
す
る
総
鬼
の
形
象
を
、
日
本
に
お
い
て
妖
怪
化
さ
せ

た
原
動
力
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
婦
人
が
産
ん
だ
子
が
一
‐
青
面
毛
身
、
両
肉
角
揮
悪
可
怖
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
本

当
の
意
味
で
の
夜
叉
で
は
な
い
が
、
作
者
は
「
除
杭
三
夜
叉
」
と
題
し
て
お
り
、
南
宋
時
、
夜
叉
の
形
象
に
対
す
る
あ
る
種
の
認
識
が
、

こ
の
婦
人
が
生
ん
だ
子
を
「
夜
叉
」
と
称
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
時
に
は
夜
叉
と
い
う
二
文
字
は
性
格
の
凶
暴
な

人
を
指
す
こ
と
が
あ
る
が
、
引
文
の
夜
叉
の
意
味
が
外
在
的
な
形
貌
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
一
般
的
に

は
そ
う
し
た
夜
叉
は
鬼
神
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
人
類
が
往
生
し
て
か
ら
形
成
さ
れ
る
と
さ
れ
る
霊
と
は
本
質
的
に
は
異
な
る
も
の

（
弱
）

で
あ
る
。
要
す
る
に
、
中
国
人
の
認
識
に
お
け
る
人
の
霊
と
夜
叉
と
は
、
性
質
の
相
異
な
る
別
個
の
存
在
だ
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
石
川
は
こ
の
両
者
を
融
合
し
て
、
人
の
霊
の
夜
叉
化
を
行
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
総
鬼
の
描
写
に
の
み
現
れ
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
鬼
物
語
の
中
に
も
散
見
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
鬼
児
」
に
は
、

の
形
象
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
北
宋
の
李
防
（
九
二
五
～
九
九
六
）
等
が
編
纂
し
た
『
太
平
広
記
』
に
は
た
く
さ
ん
の
夜
叉
に
関
す
る

描
写
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
各
篇
を
細
か
く
見
て
み
る
と
、
夜
叉
の
最
も
共
通
し
た
形
象
と
し
て
「
鋸
牙
」
と
「
爪
」
も
し
く
は
「
鈎
爪
」

（
調
）

の
一
ろ
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
そ
う
し
た
例
の
数
々
は
北
宋
以
前
の
中
国
文
人
の
描
写
に
お
け
る
夜
叉
の
描
き
方
、
及
び
一
般
大
衆
の

夜
叉
の
形
象
に
対
す
る
認
識
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
一
言
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
『
太
平
広
記
』
が
収
め
る
多
く
の

夜
叉
関
係
の
物
語
の
中
に
は
、
夜
叉
が
「
額
に
角
を
生
や
す
」
と
い
っ
た
記
載
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
南
宋
の
洪
逼
『
夷
堅
志
』
は
角
の
生
え
た
夜
叉
の
物
語
が
あ
る
。
「
丙
志
」
巻
十
六
「
除
杭
三
夜
叉
」
に
、

（
一
）
｜
‐
綿
鬼
求
代
」
が
妨
害
さ
れ
る
物
語
類
型

い
わ
ゆ
る
「
求
代
受
阻
」
と
は
、
総
鬼
が
求
代
過
程
で
阻
害
や
妨
害
に
遭
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
野
清
氏
は
哀
枚
『
子
不
語
』
の
幽

霊
（
溺
死
霊
も
含
む
）
の
「
求
代
」
説
話
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
「
「
鬼
求
代
説
話
」
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
求
代
」
を
妨
害
す

（
”
）

る
話
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
当
然
、
清
人
の
筆
記
に
お
け
る
「
鬼
求
代
」
説
話
の
中
に
も
成
功
を
収
め
た
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

（
記
）

夜
半
、
一
声
す
れ
ば
峰
ゆ
る
が
ご
と
く
、
額
上
に
肉
角
を
生
や
し
、
長
き
こ
と
寸
除
、
巨
口
に
し
て
円
眼
、
面
は
夜
叉
の
ご
と
し
。

乾
道
五
年
、
鯨
杭
県
人
余
主
簿
の
妻
の
趨
子
を
産
め
る
に
、
青
面
に
し
て
毛
身
、
両
肉
角
の
樟
悪
な
る
あ
れ
ば
怖
る
べ
・
く
、
即
日

み
だ

之
れ
を
殺
せ
り
。
（
中
略
）
三
家
の
怪
、
相
ひ
去
る
こ
と
両
年
せ
ず
、
居
る
所
も
只
だ
二
一
里
の
内
、
堂
に
一
気
の
沙
す
所
に
非
ざ

（
鍵
）

ら
ん
か
。

四
「
総
鬼
求
代
」
が
妨
害
さ
れ
る
物
語
類
型
と
石
川
「
総
鬼
」
に
お
け
る
幽
霊
を
退
け
る
一
‐
理
」
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清
人
筆
記
中
の
こ
う
し
た
類
型
の
説
話
を
見
る
と
、
妨
害
者
は
い
つ
も
あ
の
世
の
規
則
の
で
た
ら
め
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
潮
り
の
態

度
を
示
し
、
諮
達
な
生
死
観
念
に
よ
っ
て
総
鬼
を
悟
ら
せ
た
後
、
自
ず
か
ら
立
ち
去
ら
せ
て
い
る
。
例
え
ば
哀
枚
「
鬼
有
三
技
過
此
鬼
道

乃
窮
」
の
最
後
は
、
自
称
藷
達
先
生
の
呂
某
が
続
鬼
の
た
め
、
自
ら
編
ん
だ
『
往
生
呪
」
を
唱
え
て
や
っ
た
後
、
総
鬼
を
悟
り
去
ら
せ
て

解
脱
さ
せ
て
い
る
。
楽
鈎
（
一
七
六
六
～
一
八
一
六
？
）
著
『
耳
食
録
」
「
劉
秋
崖
」
（
「
論
破
型
」
）
の
最
後
段
で
も
、
劉
秋
崖
は
総
鬼
に
対

し
て
、
あ
の
世
の
求
代
律
が
「
生
者
を
し
て
不
測
の
災
有
ら
し
め
て
、
鬼
を
し
て
も
亦
た
無
窮
の
虐
を
受
け
し
む
る
」
も
の
だ
と
指
摘
し
、

総
鬼
に
替
わ
っ
て
「
書
を
作
り
て
冥
司
に
告
げ
、
其
の
理
を
論
じ
、
其
の
例
を
破
」
っ
て
総
鬼
を
解
脱
さ
せ
る
と
、
最
後
に
は
鬼
は
喜
び

礼
を
言
い
去
っ
て
い
く
。
清
人
の
筆
記
の
中
で
の
鬼
を
撃
退
す
る
「
理
」
と
は
、
多
く
が
観
念
上
或
い
は
行
為
上
、
総
鬼
が
あ
の
世
の
法

律
に
よ
る
束
縛
か
ら
脱
け
出
す
手
助
け
を
し
、
総
鬼
に
「
求
代
観
念
」
の
束
縛
か
ら
解
脱
さ
せ
、
ま
た
鬼
の
撃
退
と
い
う
目
的
を
達
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
石
川
が
依
拠
し
て
総
鬼
を
退
け
た
「
理
」
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。

こ
こ
で
「
続
鬼
」
の
蒲
生
が
理
に
よ
っ
て
総
鬼
を
撃
退
す
る
部
分
を
見
て
み
る
と
、
日
本
に
は
い
わ
ゆ
る
「
総
鬼
求
代
」
の
観
念
が
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
作
者
の
石
川
は
、
総
鬼
が
何
故
「
求
代
」
の
必
要
が
あ
る
の
か
説
明
を
加
え
な
け
れ
ば

ら

な
ら
ず
、
文
中
に
「
苦
し
む
を
免
れ
ん
と
欲
す
」
「
土
地
神
の
為
め
に
役
せ
所
れ
、
昼
夜
の
酷
使
」
と
い
っ
た
状
況
説
明
を
置
き
、
総
鬼

の
求
代
の
意
図
を
合
理
化
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
勿
論
、
こ
う
し
た
求
代
行
為
は
、
決
し
て
冥
府
の
許
し
を
経
た
も
の
で
は
な
く
、
総
鬼
自

身
が
苦
し
い
労
役
か
ら
免
れ
る
た
め
の
も
の
だ
か
ら
、
単
純
な
総
鬼
の
悪
事
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
悪
事
で
あ
る
以
上
、
妨
害
者
は
鬼
撃

か
ら
、
し
ば
し
ば
異
な
る
程
度
の
妨
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ひ
ど
い
も
の
は
、
最
後
に
何
も
得
る
所
が
な
い
と
い
う
状
況
下
で
、
駆

逐
さ
れ
て
、
あ
の
世
で
零
落
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
清
人
の
筆
記
小
説
の
中
に
記
さ
れ
た
総
鬼
、
そ
の
境
遇
は
多
く
が
悲

し
い
も
の
で
あ
り
、
無
限
の
同
情
を
誘
う
も
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
あ
の
世
の
規
定
に
依
拠
し
て
、
合
理
的
な
範
囲
内
に
お
い

て
、
身
代
わ
り
を
探
し
出
し
て
求
代
を
行
お
う
と
準
備
を
進
め
る
続
鬼
に
対
し
て
、
一
般
人
は
ど
の
よ
う
な
理
由
を
も
っ
て
妨
害
で
き
る

（
二
）
石
川
一
‐
総
鬼
」
の
幽
霊
を
退
け
る
一
‐
理
」

前
述
の
よ
う
に
、
中
国
人
の
観
念
で
は
通
常
、
尋
常
で
な
い
死
を
迎
え
た
魂
（
多
く
は
首
吊
り
と
溺
死
）
は
、
「
求
代
」
と
い
う
方
法
を

通
し
て
は
じ
め
て
自
身
を
あ
の
世
の
零
落
し
た
苦
し
み
か
ら
逃
れ
さ
せ
、
一
日
も
早
く
解
脱
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

、

し
た
求
代
の
規
定
は
、
あ
の
世
の
冥
府
の
法
律
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
従
っ
て
、
総
鬼
の
求
代
は
、
あ
る
程
度
は
あ
の
世
に
よ
っ

て
許
さ
れ
る
正
当
な
行
為
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
、
線
鬼
の
求
代
は
結
局
は
他
人
を
死
地
へ
と
追
い
や
る
行
為
で
も
あ
る

｜
‐
求
代
妨
害
」
の
方
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
一
‐
鬼
求
代
」
説
話
の
主
要
な
叙
事
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
石
川

が
「
続
鬼
求
代
」
の
「
妨
害
型
」
の
説
話
を
題
材
と
し
た
の
は
、
著
作
の
潮
流
或
い
は
傾
向
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し

か
し
、
「
鬼
求
代
妨
害
」
説
話
の
「
妨
害
」
の
原
因
と
契
機
と
は
、
し
ば
し
ば
物
語
の
プ
ロ
ッ
ト
の
中
で
重
要
な
転
機
と
な
っ
て
お
り
、

い
く
つ
か
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
野
氏
の
分
類
は
哀
枚
『
子
不
語
』
に
お
け
る
「
鬼
求
代
妨
害
」
説
話
の
類
型
に
つ
い

て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
て
の
幽
霊
求
代
の
説
話
類
型
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
分
類
は
主
要
な
類
型
を
含

ん
で
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
氏
の
分
類
方
法
を
借
用
し
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
氏
は
鬼
求
代
説
話
を
、
（
１
）
簡
単
に
撃
退

す
る
、
（
２
）
吹
き
消
す
、
（
３
）
暴
力
的
に
撃
退
を
試
み
る
、
（
４
）
論
破
す
る
、
（
５
）
鬼
が
鬼
を
逐
う
、
（
６
）
求
代
鬼
を
装
っ
て
供
養

を
求
め
る
、
（
７
）
賄
賂
で
妨
害
を
や
め
さ
せ
る
、
の
七
種
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
「
論
破
す
る
」
と
あ
る
が
、
簡
単
に
言
え
ば
、

そ
れ
は
「
理
に
よ
っ
て
鬼
を
撃
退
す
る
」
類
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
川
「
続
鬼
」
は
こ
の
類
に
属
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
石
川
が

こ
の
類
型
を
選
ん
で
著
作
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
理
を
説
く
」
部
分
に
表
現
の
主
旨
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
故

に
こ
の
類
型
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
最
後
段
の
論
理
の
箇
所
に
お
い
て
十
分
に
作
者
心
中
の
主
張
と
観
念
と
を
表
現
し
、
物

語
の
主
旨
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
中
日
文
学
の
交
流
上
で
も
日
本
の
小
説
家
と
し
て
の
石
川
が
、
両
国
の
同
じ

類
型
の
物
語
の
中
で
、
最
も
そ
れ
に
依
拠
し
て
そ
れ
が
代
表
す
る
日
本
の
民
族
性
の
鍵
の
あ
り
か
を
体
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

の
だ
ろ
う
か
。
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い
る
。
総
鬼
の
「
忍
苦
役
、
積
歳
月
」
は
、
単
に
忍
耐
や
忍
耐
心
を
持
つ
態
度
だ
け
で
な
く
、
本
分
を
守
り
、
社
会
の
安
寧
調
和
を
維
持

す
る
方
法
で
も
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
も
し
縮
鬼
が
苦
役
に
堪
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
身
代
わ
り
を
求
め
て
生
者
に
狼
籍
を
働
く
よ
う
な
こ

と
が
発
生
し
、
ま
た
同
様
に
、
身
代
わ
り
と
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
者
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
生
者
を
襲
う
こ
と
に
な
る
と
、
結
局
は
必
ず
総

鬼
が
絶
え
ず
悪
事
を
働
い
て
身
代
わ
り
を
求
め
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
「
社
会
の
安
寧
」
は
維
持
が

困
難
と
な
ろ
う
。
石
川
は
蒲
生
が
総
鬼
を
退
け
る
時
に
論
じ
た
「
理
」
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
日
本
の
民
族
性
の
中
で
重
視
さ
れ
、
社
会

秩
序
や
安
寧
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
忍
耐
」
や
「
待
つ
こ
と
」
の
精
神
を
照
ら
し
出
し
、
哀
枚
『
子
不
語
」
系
統
の
説
話
と
は
異

な
る
内
容
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
鬼
が
「
求
代
」
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
念
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
な
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
観
念
の
発
生
は
、
一
般
人
の
尋
常
な
ら
ざ
る
死
を
迎
え
た
「
頓
死
」
者
に
対
す
る
恐
催
の
念
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
発
生
時
期
に
つ
い
て
は
詳
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
観
念
が
清
代
に
相
当
盛
行
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
日
中
両
地
の
文
化
や
文
学
面
で
の
交
流
や
そ
の
発
展
に
つ
れ
て
、
清
人
の
筆
記
中
に
記
載
さ
れ
た
「
総
鬼
求
代
」

説
話
も
ま
た
、
日
本
へ
と
伝
わ
り
、
日
本
の
小
説
家
の
こ
の
モ
チ
ー
フ
に
対
す
る
関
心
や
著
作
内
容
に
影
響
を
与
え
、
総
鬼
求
代
の
説
話

に
異
国
の
風
貌
を
装
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
の
上
で
、
筆
者
が
本
稿
で
特
に
意
を
注
い
だ
の
は
、
日
本
の
幕
末
時
期
の

漢
文
小
説
家
石
川
鴻
斎
が
書
い
た
「
総
鬼
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
の
内
容
中
の
、
清
人
筆
記
小
説
に
お
け
る
「
続
鬼
求
代
」
説
話
の
継

承
と
創
意
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
能
く
苦
役
を
忍
び
、
歳
月
を
積
め
ば
、
登
に
消
滅
す
る
の
期
無
か
ら
ん
」
に
つ

い
て
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
じ
類
型
の
中
国
志
怪
小
説
や
筆
記
小
説
の
中
で
記
さ
れ
る
総
鬼
求
代
説
話
の
中
で
は
、
こ
う
し
た

「
理
」
を
説
く
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
こ
の
数
語
は
か
え
っ
て
こ
の
一
段
の
理
を
説
く
中
で
最
も
特
別
な
箇
所
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
、
総
鬼
に
忍
耐
と
長
時
間
待
つ
こ
と
に
よ
っ
て
苦
難
が
終
わ
る
そ
の
時
を
静
か
に
待
つ
と
い
う
作
法
を
勧
め
る
こ
と
の

中
に
は
、
日
本
人
と
し
て
の
石
川
の
、
自
ら
の
民
族
が
苦
難
に
遭
う
時
、
そ
の
よ
う
に
対
応
で
き
た
ら
と
い
う
願
い
や
要
求
が
含
ま
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
蒲
生
の
そ
う
し
た
勧
め
を
聴
き
終
え
、
た
ち
ま
ち
悟
り
喜
ん
で
別
れ
を
告
げ
て
去
っ
て
い
く
総
鬼
、
そ

れ
が
示
す
の
も
ま
た
、
日
本
民
族
の
そ
う
し
た
道
理
に
対
す
る
深
い
理
解
と
承
認
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
語
の
慣
用
句
に
「
堪
忍
は
一
生
の
宝
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
忍
耐
は
個
人
の
一
生
の
中
で
持
続
し
て
保

た
れ
る
べ
き
宝
で
あ
り
、
ま
た
、
極
め
て
大
切
な
処
世
の
態
度
で
あ
る
。
日
本
が
明
治
大
正
と
い
う
時
代
を
迎
え
て
も
、
江
戸
時
代
以
来

形
成
さ
れ
て
き
た
、
儒
家
の
教
化
を
重
ん
じ
朱
子
学
の
倫
理
的
道
徳
観
を
尊
ぶ
武
士
の
精
神
は
、
な
お
日
本
人
民
の
重
要
な
拠
り
所
と

な
っ
て
い
た
。
新
渡
戸
稲
造
は
「
武
士
道
の
教
う
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
で
あ
っ
た
ｌ
忍
耐
と
正
し
き
良
心
と
を
も
っ
て
す
べ
て
の
災
禍
困
難

（
詔
）

に
抵
抗
し
、
か
つ
こ
れ
に
耐
え
よ
う
」
と
い
い
、
小
林
恭
二
も
「
江
戸
時
代
の
主
導
原
理
は
儒
学
、
そ
れ
も
朱
子
学
で
し
た
。
朱
子
学
は

調
和
を
重
ん
じ
る
哲
学
で
あ
り
、
宇
宙
は
普
遍
原
理
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
し
ま
し
た
。
朱
子
学
風
に
い
え
ば
、
士
農
工
商
に
は

（
釣
）

そ
れ
ぞ
れ
守
る
べ
き
「
分
」
と
よ
っ
て
立
つ
べ
き
場
所
あ
り
、
そ
れ
を
守
れ
ば
社
会
の
安
寧
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
述
べ
て

は
、
そ
れ
が
儒
家
陸

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

退
の
一
‐
理
」
を
説
く
上
で
、
総
鬼
が
悪
い
と
い
う
理
由
で
引
き
下
が
る
よ
う
勧
め
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
の
世
の
規
範
問
題
に
照
ら

す
必
要
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
中
の
総
鬼
の
求
代
行
為
は
正
当
性
を
欠
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
妨
害
者
蒲
生
は
情
を

尽
く
し
て
生
死
の
道
理
を
説
き
、
総
鬼
に
理
解
さ
せ
た
後
、
自
ら
去
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
蒲
生
が
総
鬼
を
諭
す
時
表
明
さ
れ
る
生
死
観
念

は
、
そ
れ
が
儒
家
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
仏
教
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
中
国
の
鬼
説
話
の
中
で
は
あ
り
ふ
れ
た
一
般
的
な
道
理

ま
ず
断
言
で
き
る
の
は
、
石
川
の
「
続
鬼
」
が
説
話
の
シ
ナ
リ
オ
上
、
主
と
し
て
哀
枚
『
子
不
語
三
‐
鬼
有
三
技
過
此
鬼
道
乃
窮
」
を

五
結
論
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最
後
に
筆
者
は
、
石
川
が
一
‐
論
破
す
る
」
と
い
う
類
型
を
選
択
し
て
総
鬼
求
代
説
話
の
著
作
を
進
め
た
理
由
は
、
一
‐
理
」
に
よ
っ
て
清

人
と
は
異
な
る
主
張
や
観
念
を
表
そ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。
石
川
は
最
後
に
、
蒲
生
に
理
を
説
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本

の
民
族
観
念
の
中
で
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
「
忍
耐
」
や
「
待
つ
こ
と
」
と
い
っ
た
精
神
を
そ
の
中
に
織
り
込
み
、
日
本
に
生
ま
れ
た
縮
鬼

求
代
説
話
を
し
て
、
衰
枚
『
子
不
語
』
と
同
じ
類
型
の
説
話
と
は
異
な
る
新
た
な
一
面
を
切
り
開
か
せ
た
の
で
あ
る
。

参
考
踏
襲
し
、
と
り
わ
け
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
箇
所
で
よ
く
似
た
文
字
叙
述
や
描
写
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
用
い
れ
ば
、
両
者
間
に
明
ら

か
な
継
承
関
係
を
証
明
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
、
総
鬼
の
形
象
形
成
と
そ
れ
を
描
く
過
程
に
お
い
て
、
筆
者
が
列
挙
し
た
例
証
か
ら
は
、
石
川
の
描
写
の
下
で
の
総
鬼
の
様
貌

が
、
中
国
の
総
鬼
や
鬼
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
日
本
伝
統
の
「
謡
曲
」
に
出
て
く
る
女
幽
霊
の
形
象
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

そ
れ
と
夜
叉
の
形
象
の
融
合
と
が
あ
り
、
最
後
に
は
石
川
の
描
写
の
日
本
の
総
鬼
の
夜
叉
化
と
妖
怪
化
の
傾
向
を
形
作
っ
た
と
い
う
こ
と

を
述
べ
た
。

注

（
溺
死
霊
）
」
と
は
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
二
種
の
求
代
鬼
で
あ
る
。

（
４
）
張
碗
恥
『
清
代
筆
記
小
説
総
鬼
故
事
研
究
」
（
国
立
東
華
大
学
華
文
文
学
系
碩
士
論
文
、
二
○
二
年
八
月
）
は
、
収
集
し
た
中
国
歴
代
筆

記
小
説
中
の
二
五
九
の
総
鬼
説
話
の
中
で
、
清
代
に
属
す
る
者
は
二
○
七
に
も
達
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
総

鬼
説
話
の
清
代
に
お
け
る
盛
行
情
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
「
続
鬼
求
代
」
に
属
す
る
者
は
、
総
計
で
八
十
三
篇
で

へへへへ
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（
１
）
一
．
夜
窓
鬼
談
』
は
も
と
上
下
二
冊
で
あ
り
、
上
冊
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
、
下
冊
（
一
名
「
東
斉
譜
』
）
は
五
年
後
の
明
治
二
十
七

年
（
一
八
九
四
）
に
同
じ
東
京
の
東
陽
堂
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
上
下
各
四
十
余
の
物
語
を
載
せ
て
お
り
、
一
般
的
に
上
下
二
冊
を
合
わ
せ

て
「
夜
窓
鬼
談
』
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
王
三
慶
等
主
編
「
日
本
漢
文
小
説
叢
刊
（
第
一
輯
）
』
（
台
北
、
台
湾
学
生
書
局
、
二
○

○
三
）
、
第
二
冊
に
収
録
さ
れ
た
『
夜
窓
鬼
談
」
を
使
用
し
た
。

（
２
）
慮
秀
満
司
夜
窓
鬼
談
』
と
中
国
の
志
怪
小
説
ｌ
冥
界
説
話
を
中
心
に
’
二
書
物
と
し
て
の
可
能
性
ｌ
日
本
文
学
が
カ
タ
チ
に
な

る
ま
で
Ｉ
（
第
三
十
四
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
こ
（
二
○
二
）
、
頁
五
五
～
七
八
．

（
３
）
「
求
代
」
と
は
、
「
求
替
身
」
や
「
諦
替
身
」
、
「
討
替
代
」
等
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
尋
常
の
死
を
迎
え
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
幽
鬼
が
、

他
人
を
身
代
わ
り
と
す
る
こ
と
で
、
あ
の
世
か
ら
逃
れ
て
生
を
超
越
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
特
に
「
総
鬼
（
首
吊
り
幽
霊
）
」
と
「
溺
鬼

（
８
）
黄
鈎
注
釈
、
陳
満
銘
校
閲
『
新
釈
捜
神
記
』
（
台
北
、
三
民
書
局
、
一
九
九
六
）
、
頁
五
五
九
。

（
９
）
宋
・
洪
迩
『
夷
堅
志
』
（
台
北
、
明
文
害
局
、
一
九
九
四
）
、
乙
志
、
「
童
銀
匠
」
、
頁
三
五
三
。

（
皿
）
洪
逼
『
夷
堅
志
』
、
乙
志
、
「
包
氏
僕
」
、
頁
七
三
六
。

（
皿
）
洪
逼
『
夷
堅
志
』
、
支
景
、
「
雲
門
僧
鬼
」
、
頁
八
八
八
～
八
八
九
。

（
ｕ
）
洪
逼
『
夷
堅
志
補
』
、
「
処
州
山
寺
」
、
頁
一
七
○
○
。

（
翌
霊
旦
と
「
吐
重
の
多
く
の
機
能
や
現
象
事
例
等
を
め
ぐ
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
大
形
徹
「
魂
の
あ
り
か
ｌ
中
国
古
代
の
霊
魂
達

（
東
京
、
角
川
書
店
、
二
○
○
○
）
、
第
四
章
「
悪
霊
を
は
ら
う
」
、
頁
二
四
四
～
二
九
○
を
参
照
。

（
ｕ
）
哀
枚
『
子
不
語
』
、
頁
二
七
。

へへへへ
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（
皿
）
洪
逼
『
夷
堅
志
」
、
一

（
皿
）
洪
逼
『
夷
堅
志
』
、
｝

（
ｕ
）
洪
逼
『
夷
堅
志
補
』
、

（
旧
）
「
張
目
」
と
「
吐
舌
‐

（
東
京
、
角
川
書
店
、
一

（
ｕ
）
哀
枚
『
子
不
語
』
、
一

（
妬
）
同
前
註
、
頁
六
六
。

（
肥
）
同
前
註
、
頁
二
三

秀

あ
る
。『

夜
窓
鬼
談
」
、
王
三
慶
等
主
編
冒
本
漢
文
小
説
叢
刊
（
第
一
輯
）
』
、
第
二
冊
、
頁
四
八
三
～
四
八
六
。

清
・
哀
枚
著
、
周
欣
校
点
『
子
不
室
聖
、
王
英
主
編
『
哀
枚
全
集
』
（
江
蘇
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
）
、
頁
六
五
～
六
六
。

同
註
五
。

同
前
註
、
頁
一
七
○
。

同
前
註
、
頁
三
○
八
。

清
・
哀
枚
著
「
続
子
不
語
』
、
王
英
主
編
『
哀
枚
全
集
」
、
頁
二
七
。

宋
・
李
防
等
編
『
太
平
広
記
』
（
台
北
、
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
七
再
版
）
、
巻
第
三
百
二
十
一
、
頁
二
六
二
九
～
二
六
三
○
．

同
前
註
、
巻
第
四
百
五
十
七
、
「
李
斉
物
」
、
頁
三
七
四
○
～
三
七
四
一
・

同
前
註
、
「
張
鏑
」
、
頁
三
七
四
二
。

○
一
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（
邪
）
石
川
鴻
斎
『
夜
窓
鬼
談
』
、
頁
三
六
四
。
原
文
「
夜
半
、
一
声
如
嘩
、
額
上
生
肉
角
、
長
寸
除
、
巨
口
円
眼
？
面
如
夜
叉
。
」

（
亜
中
野
清
司
子
不
語
喧
の
「
鬼
求
代
妨
害
説
話
」
Ｉ
「
撃
退
す
る
」
と
「
論
破
す
る
」
’
二
中
国
詩
文
論
叢
』
第
二
十
七
集

（
二
○
○
八
年
十
二
月
）
、
頁
一
八
三
～
一
九
七
。

（
銘
）
新
渡
戸
稲
造
著
、
矢
内
原
忠
雄
訳
「
武
士
道
』
（
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
）
、
頁
二
六
。

（
釣
）
小
林
恭
二
『
新
訳
四
谷
怪
談
」
（
東
京
、
集
英
社
、
二
○
○
八
）
、
頁
一
九
七
。

（
詔
）
例
え
ば
、
巻
四
十
四
「
薫
洞
玄
」
の
一
‐
鋸
牙
鈎
爪
」
（
李
防
等
編
『
太
平
広
記
』
、
頁
二
七
七
）
・
巻
九
十
五
一
‐
洪
肪
禅
師
」
の
「
鋸
牙
鈎
爪
」

（
頁
六
三
二
）
・
巻
三
百
五
十
六
「
野
鋳
翰
」
の
「
鋸
牙
披
髪
」
（
頁
二
八
一
七
）
・
巻
三
百
五
十
六
「
江
南
呉
生
」
の
「
歯
如
戟
刀
」
（
頁

二
八
一
九
）
・
巻
三
百
五
十
六
「
馬
健
」
の
「
獣
爪
」
（
頁
二
八
一
三
）
・
巻
三
百
五
十
七
「
陳
越
石
」
の
「
爪
甲
繊
長
、
（
中
略
）
四
牙
若
鋒
刃

之
状
」
（
頁
二
八
二
七
）
・
巻
三
百
五
十
七
「
慈
都
師
」
の
「
鋸
牙
植
髪
」
（
頁
二
八
二
九
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
別
）
洪
適
『
夷
堅
志
」
、
頁
五
○
○
。

（
弱
）
津
田
瑞
穂
氏
は
「
夜
叉
が
飛
ん
だ
」
の
中
で
「
夜
叉
は
本
来
が
実
体
不
明
の
鬼
物
だ
か
ら
、
東
方
に
伝
わ
っ
て
か
ら
も
他
の
本
地
産
の
妖
怪

類
と
は
趣
の
異
っ
た
語
ら
れ
方
を
し
て
い
る
。
伝
説
化
・
説
話
化
す
る
過
程
で
、
実
質
実
体
よ
り
も
そ
の
名
称
の
方
が
先
行
し
て
い
る
。
つ
ま

り
空
想
に
よ
っ
て
類
型
的
に
悪
鬼
の
相
を
描
き
、
そ
れ
に
名
づ
け
て
仏
語
の
夜
叉
の
称
を
借
り
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
で
自
然
発
生
を

し
た
鬼
物
の
類
と
は
か
な
り
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
津
田
瑞
穂
『
中
国
の
伝
承
と
説
話
』
（
東
京
、
研
文
出
版
、
一
九
八
八
）
、

（
躯
）
高
田
衛
一
‐
幽
霊
の
《
像
》
の
変
遷
」
、
小
松
和
彦
編
一
．
怪
異
の
民
俗
学
幽
霊
」
（
東
京
、
河
出
書
房
新
社
、
二
○
○
こ
、
頁
一
九
一
～

へへへ
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（
閉
）
金
・
元
好
問
撰
、
常
振
国
点
校
『
続
夷
堅
志
」
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
）
、
頁
六
七
。

（
別
）
小
松
和
彦
、
富
田
登
、
鎌
田
東
二
、
南
伸
坊
等
著
「
日
本
異
界
絵
巻
」
（
東
京
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
）
、
頁
一
八
八
～
一
九
一
参
照
。

（
妬
）
同
前
註
。
道
成
寺
に
お
け
る
安
珍
と
清
姫
の
物
語
は
、
日
本
で
は
か
な
り
人
口
に
膳
灸
し
た
物
語
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
早
く
は
『
大
日
本

国
法
華
験
記
』
及
び
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
四
に
は
次
の
よ
う
な
物
語
を
載
せ
て
い
る
。
熊
野
へ
と
参
拝

へ
と
向
か
う
老
若
二
僧
は
、
途
中
で
宿
を
一
人
の
寡
婦
の
家
に
借
り
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
寡
婦
は
一
目
惚
れ
し
た
若
い
僧
に
思
い
を
伝
え
、

引
き
と
め
よ
う
と
す
る
。
若
い
僧
は
断
り
き
れ
ず
、
と
う
と
う
寡
婦
に
対
し
て
熊
野
詣
で
が
終
わ
っ
た
ら
寡
婦
の
意
に
従
う
と
い
う
約
束
を
交

わ
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
僧
は
熊
野
か
ら
の
帰
途
、
寡
婦
を
避
け
る
た
め
に
別
の
道
を
通
る
。
待
ち
焦
が
れ
た
寡
婦
は
僧
の
消
息
を
尋
ね
ま
わ

り
、
と
う
と
う
僧
が
約
束
を
反
故
に
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
怒
り
の
余
り
気
絶
し
て
死
ん
で
し
ま
う
と
、
大
蛇
へ
と
変
じ
、
僧
を
追

い
か
け
て
行
く
の
で
あ
る
。
二
人
の
僧
は
こ
の
噂
を
耳
に
す
る
と
、
す
ぐ
に
付
近
の
道
成
寺
へ
と
逃
げ
込
み
、
寺
僧
達
の
提
案
の
下
、
若
い
僧

は
大
鐘
の
中
に
隠
れ
る
の
だ
が
、
大
蛇
は
最
後
に
は
僧
の
居
所
を
見
つ
け
出
し
、
毒
熱
の
気
に
よ
っ
て
大
鐘
と
僧
と
を
灰
燈
に
帰
し
て
し
ま
う

・
の
で
あ
る
。
実
は
『
夜
窓
鬼
談
』
の
中
で
、
石
川
も
ま
た
こ
の
道
成
寺
の
物
語
を
記
載
し
て
お
り
、
「
古
有
優
婆
塞
安
珍
者
、
嘗
過
紀
州
、
為

日
高
氏
之
女
清
姫
所
慕
、
以
其
磯
戒
行
、
逃
入
道
成
寺
下
巨
鐘
匿
蝶
。
姫
追
蹴
至
日
高
川
、
呼
舟
、
舟
子
不
肯
而
去
。
姫
恨
、
遂
躍
入
水
中
、

変
為
蛇
、
直
抵
道
成
寺
、
環
旋
巨
鐘
、
鐘
鋳
化
与
共
死
、
今
猶
演
得
以
伝
馬
」
（
「
夜
窓
鬼
談
』
、
頁
三
六
○
）
と
あ
る
。
内
容
的
に
『
今
昔
物

語
集
』
と
は
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
か
つ
石
川
自
身
の
言
う
「
謡
曲
」
と
も
ま
た
出
入
が
あ
る
。
安
珍
と
清
姫
の
物
語
が
、
時
代
の
変
化
と
文

学
的
体
裁
の
異
同
に
随
っ
て
、
内
容
上
、
変
化
と
発
展
と
を
生
ん
で
い
る
こ
と
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。

（
妬
）
馬
淵
和
夫
、
国
東
文
磨
、
稲
垣
泰
一
校
注
・
訳
「
今
昔
物
語
集
』
（
東
京
、
小
学
館
、
一
九
九
九
）
、
第
一
冊
、
頁
四
○
六
～
四
一
二
。

（
”
）
石
川
鴻
斎
「
夜
窓
鬼
談
』
、
頁
三
二
七
。

（
躯
）
余
我
編
注
「
日
本
古
典
文
学
評
介
」
（
台
北
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
二
）
、
頁
一
○
六
参
照
。
余
我
は
日
本
の
「
謡
曲
」
と
し
て
、
現

在
通
行
し
て
い
る
も
の
が
約
二
百
四
十
種
あ
り
、
其
の
性
質
に
よ
れ
ば
大
方
、
神
事
の
言
祝
ぎ
．
戦
争
の
史
跡
・
愛
情
の
も
つ
れ
・
社
会
の
あ

り
さ
ま
・
神
怪
の
霊
異
の
五
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
道
成
寺
の
伝
説
を
第
五
類
に
入
れ
て
い
る
（
同
書
、
頁
一
○
九
～

頁
一
二
七
～
一
二
八
。

二
二
四
参
照
。

例
え
ば
、
率

一
一
一
一
一
一
）
。

劉
崇
稜
『
日
本
文
学
欣
賞
・
古
典
篇
』
（
台
北
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
七
九
）
、
頁
二
四
七
～
二
五
二
。

石
川
鴻
斎
『
夜
窓
鬼
談
」
、
頁
五
三
三
。

石
川
鴻
斎
『
夜
窓
鬼
談
』
、
頁
五
一
七
。
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